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ホヲテ生産百億円

達成記念行事の一

貫として水産増殖

センターへ寄贈さ

れだけ1型トラック
戸画、

.-ホ
タ
テ
ガ
イ
生
産

百
億
円
達
成
に
寄
せ
て

側コーセイ印刷

陸
奥
湾
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
生
産
を
百
億
円

の
大
台
に
乗
せ
る
乙
と
は
、
関
係
者

一
同

の
長
年
の
夢
で
し
た
が
、
昨
年
度
遂
に
実

現
さ
れ
、
こ
の
七
月
一
七
日
に
担
念
式
典

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
喜
ば
し
い
限

り
で
す
。

長
か
っ
た
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
の
歴
史
を

ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
実
に
段
々
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
五

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
苦
し

い
こ
と
の
方
が
多
か
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。

原
子
力
船
問
題
、
異
常
へ
い
死
問
題
、
貝

毒
問
題
な
ど
、
何
れ
も
ワ
ル
ト
一フ
C
級
の

」
ハ
ケ
敷
い
問
題
が
矢
つ
ぎ
早
に
発
生
し
た

の
で
す
が
、
総
べ
て
見
事
に
か
わ
し
て
今

回
の
快
挙
を
達
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
指
導

閣
の
英
智

・
勇
断
と
共
に
、
一
一
千
人
の
漁

業
者
の
一
糸
乱
れ
ぬ
団
結
に
よ
る
も
の
と

探
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

巌
近
、
陸
奥
湾
の
漁
業
者
の
間
で
は
、

『陸
奥
湾
は
運
命
共
同
体
で
あ
る
』
と
言

う
自
党
が
よ
う
や
く
定
着
し
て
来
た
様
に

患
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
か
の
異
常
へ

い
死

所

長

f罪
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藤

進

問
題
が
あ
っ
た
れ
ば
乙
そ
生
れ
た
概
念
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
考
え
方
こ
そ

総
べ
て
の
問
題
解
決
の
原
点
に
な
る
だ
ろ

う
と
甲
山
い
ま
す
。

今
後
は
、
乙
の
自
覚
を
よ
り
確
か
な
も

の
に
育
て
る
と
共
に
、
そ
の
輸
を
外
海
に

も
広
げ
て
、
外
海
も
含
む
青
森
県
ホ
タ
テ

ガ
イ
生
産
二
百
億
円
達
成
を
次
の
目
標
に

し
て
戴
き
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
記
念
式
典
に
当
り
、
当
セ
ン
タ
ー

も
若
干
の
百
績
が
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
で
、

図
ら
ず
も
協
賛
会
よ
り
感
謝
状
を
戴
く
と

共
に
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
等
の
調
査
研
究
用
と

し
て
ト
ラ
ッ
ク
一
台
(
上
段
写
真
の
も
の
、

一
・
五
ト
ン
)
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

誠
に
栄
誉
こ
の
上
な
い
こ
と
と
、
衷
心

か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
今
後
は
乙
の

ト
ラ
ッ
ク
の
愛
称

『
ほ
た
で
は
守』

の
名
に

恥
じ
な
い
僚
に
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
等
の
調
査

研
究
に
十
二
分
に
活
用
す
る
と
共
に
、
各

地
を
廻
っ
て
漁
業
者
の
皆
さ
ん
と
よ
り
緊

密
な
接
触
を
図
り
た
い
と
、
決
意
も
新
た

に
し
て
い
る
次
第
で
す
。
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ホ
タ
テ
ガ
イ
の
付
着
状
況

七
月
三

一
日
に
「
ホ
タ
テ
ガ
イ
係
苗
速

報
第
二
ハ
号
」
に
よ
り
、
今
年
の
付
着
状

況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
乙
れ
は
、
七
月

一一一
一一

t
二
七
日
の
第
三
回
付
着
稚
貝
調
査

の
結
果
か
ら
作
成
し
た
も
の
で
す
。
今
年

は
付
着
が
遅
れ
た
た
め
、
例
年
の
三
回
の

他
に
、
さ
ら
に

一
回
付
着
調
査
を
追
加
し

た
わ
け
で
、
速
報
を

二
ハ
回
も
発
行
し
た

の
も
(
例
年
一

O
t
一一一
回
)
、
初
め
て

の
こ
と
で
す
。

小

さ

い
今

年

の

稚

貝

ホ
タ
テ
ガ
イ
の
平
均
付
着
数
は
、
西
湾

で
八
、
五

O
O個
、
東
湾
で
四

一
、
八

O

O
個
(
い
ず
れ
も
採
箇
器
一
袋
当
り
、
以

下
同
じ
)
と
東
湾
に
多
く
、
全
湾
で
は
二

五
、
二

O
O個
と
ま
ず
ま
ず
の
豊
作
と
な

り
ま
し
た
。
特
に
野
辺
地

・
横
浜
で
は
七

万
個
以
上
で
、
多
い
も
の
は
こ
O
万
個
と
、

地
域
に
よ
る
差
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
稚
貝
の
大
き
さ
は
二
問
未
満
が

八
割
と
、
例
年
の
六
月
末
の
大
き
さ
で
、

例
年
よ
り

一
カ
月
(
昨
年
よ
り
二
カ
月
)

遅
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
ヒ
ト
デ
の
付
着
は
ほ
と
ん
ど
見

青森県水産増殖センターだより第四号

ほ
た
て
貝
部

平

忠

野

ら
れ
ず
、
逆
に
ム
ラ
サ
キ
イ
ガ
イ
は
平
均

三一

、
五

O
O個
と
ホ
タ
テ
以
上
に
多
い

状
況
で
す
。

採
取
は
九
月
に
入
っ
て

か
ら

八
月
に
入
っ
て
一
部
の
地
区
で
採
苗
器

を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
稚
貝
数
の
減
っ
て
き

て
い
る
も
の
が
あ
り
、
と
く
に
付
訂
後
浅

く
浮
か
せ
た
も
の

で
目
立
ち
ま
し
た
。
こ

れ
は
上
向
の
水
潟
が
急
上
回
科
し
て
き
た
た

め、

一
郎
が
脱
落
し
た
も
の
と
岡
山
わ
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で

八
月
七
日
に
養
猟
官
辺
情

傾
第

一
号
を
発
行
し
て
、
探
箇
四
川
を
水
源

の
低
い
中
倍
以
深
に
尚
め
る
よ
う
指
示
し

ま
し
た
。

そ
の
後
八
月
下
旬
に
な

っ
て
か
ら
、
第

一
号
以
後
洗
め
た
も
の
と

そ
の
ま
ま
の
も

の
を
比
べ
た
と
こ
ろ
、
戊
め
た
も
の
が
生

き
残
り
も
多
く
サ
イ
ズ
も
大
き
い
こ
と
か

ら
、
朗
ら
か
に
効
果
が
表
わ
れ
ま
し
た
。
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各漁協別の付着状況

ホタテガイ ホタテカイ殻長組成(%) その他の付着数 投 入

漁協・支!1i 、F均付着数 1mm 1~ 2~ 3~ 4~ 5~ 
ヒトデ
ムラサキ キヌマ卜 議会 採苗器数未満 2mm 3mm 4mm 5祖'm 7mm ィヵーイ イカイ

E平T舘出 村町 3，880 63 26 11 。 4，925 3，024 448 124，500 
2，541 5 72 23 。 2，408 265，740 

i釜凹村 5，035 38 50 12 。 4，960 2，176 204 69，011 
後 潟 7，072 14 83 3 。 2，955 2，336 309 約 80，∞o

7，541 34 59 7 。 939 2，256 576 

夏原久架坂別 7，915 44 51 5 。23.328 608 32 
16，501 27 70 3 。12，501 576 299 

市平均 10，652 35 60 5 。12，256 1，147 302 
土!千 9，101 34 61 1 1 2 1 。11，360 948 167 136，290 

平 茂if1i 4，840 33 58 3 3 2 1 。15，941 154 17 145，600 

内
浦出 16，139 15 82 3 。27，125 246，400 
東凶沢 11，917 15 74 7 3 1 。 4，769 104 51 169，360 

町 小湊 20，677 16 71 10 2 1 。53，931 777 134 353，120 
清水川 31. 947 14 60 23 3 0.5 143，765 1，192 134 244，830 
野辺地町 74，393 17 54 26 3 。51，861 5，255 416 225，772 
横浜町 100，491 19 68 13 。41，936 1，264 2，149 296，490 
むつ市 8，519 8 45 38 9 。11，211 43 0 持 166，100
川内町 21，223 61 31 6 1 。21，852 1，180 456 230，840 
脇野沢村 15.259 43 50 7 。19，145 238 649 72，580 

東幽湾1勾平グ均 8，503 27.5 66.5 5.2 0.3 0.3 0.1 。11，583 1，290 249 1，688，849 
41，775 15.6 63.0 19.0 2.1 0.3 0.07 51，247 1，432 570 1，702，639 

全湾 。 25，206 17.6 63.4 16.7 1.13 0.3 0.03 0.04 31，496 1，374 439 3，391，488 

表1
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け
ま
し
た
。
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表
面
水
源
は
七
月
宋
か
ら
八
月
二

O
日

民
ま

で
二
五
度
以
上
を
保
ち
、
異
常
に
向

い
傾
向
で
し
た
。
台
風
一

O
号
の
通
過
従

第四号

ヤ
マ
セ
応
よ
り
一
時
的
に
下
っ
た
も
の
の

-八
月
末
に
は
ま
た
上
仰
ぎ
み
で
す

外
海
も
豊
作

大
畑
で
は
一

、
二
五
二
個
、
三
沢
で
は

五
九
六
個
と
近
年
に
な
く
多
い
付
着
数
で
、

外
海
で
も
明
る
い
材
糾
と
な
っ
て
い
ま
す
。

低
水
温
に
よ
る
遅
れ

今
年
の
春
か
ら
の
経
過
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
ま
ず

一
月
か
ら
の
低
温
傾
向
の

た
め
産
卵
時
期
が
四
月
下
旬
と
例
年
よ
り

遅
れ
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
ラ
l
パ
の
成
長

期
間
も
低
温
が
続
い
て
ラ
l
パ
の
出
現
時

期
は
大
巾
に
遅
れ
ま
し
た
。
五
五
年
か
ら

今
年
ま
で
の
出
現
状
況
(
図

1
)
を
見
る

と
、
出
現
の
ピ

l
ク
が
巌
も
遅
か
っ
た
五

五
年
よ
り
今
年
は
さ
ら
に
一
週
間
程
遅
れ

ま
し
た
。

乙
の
時
の
出
現
数
は
約

一
万
個
/
ば
と

過
去
に
例
が
な
い
程
多
く
、
産
卵
の
規
模

が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
分
り
ま
す
。
し
か

し
、
ラ
1

パ
期
間
中
の
減
耗
は
比
較
的
大

き
い
と
思
わ
れ
、
二

O
Oミ
ク
ロ
ン
以
上

の
大
型
ラ
1
パ
の
数
は
余
り
多
く
な
ら
ず
、

付
着
が
平
年
並
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

と
も
あ
れ
、
遅
れ
つ
つ
も
何
と
か
付
着

ま
で
た
ど
り
着
い
た
ホ
タ
テ
で
す
か
ら
、

大
事
に
育
て
て
く
だ
さ
い
。
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ブ
イ
ロ
ボ
ッ
ト
工
事
に
伴
う

お
知
ら
せ
と
お
願
い

い
よ
い
よ
新
シ
ス
テ
ム
の
工
事
が
佳
境

に
入
り
、
八
月
末
ま
で
に
は
機
器
の
製
作

や
調
整
を
終
え
、
そ
れ
と
並
行
し
て
八
月

十
五
日
か
ら
は
現
場
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

そ
こ
で
漁
業
者
の
皆
僚
に
工
事
に
伴
う
お

知
ら
せ
と
お
願
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

O
現
場
工
事
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
、
セ

ン
タ
ー
に
あ
る
基
地
局
の
工
事
が
八
月

十
五
日
か
ら
始
ま
る
の
で
、
現
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
観
測
は
デ
ー
タ
整
理
や
準
備

に
そ
な
え
八
月
十

一
日
の
午
前
九
時
の

観
測
を
最
後
に
停
止
し
ま
す
。
そ
の
為
、

東
奥
日
報
紙
に
掲
載
し
て
い
る
「
陸
奥

湾
の
水
温
」
は
休
止
し
、
か
わ
り
に
週

一
回
を
回
途
に
乙
れ
に
換
る
情
報
を
提

供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
月一

回
発
行
し
て
い
る

「陸
奥

湾
海
況
月
報
」
は
、
乙
の
間

一
部
内
容

を
変
更
し
て
お
届
け
し
ま
す
。
新
シ
ス

テ
ム
に
な
っ
て
か
ら
の
新
た
な
情
報
提

供
は
、
十
月
の
試
運
転
期
聞
を
経
て
十

一
月
一
日
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

O

九
月
八
日
か
ら
二
五
日
ま
で
は
海
上 漁

場
部
長

高

橋

克

成

に
あ
る
旧
プ
イ
の
撤
去
(
五
基
)
と
設

置

さ
一基
)
工
事
+伊
予
定
し
て
い
ま
す
。

乙
の
工
事
で
は
二
六
二
ト
ン
の
ク
レ
ー

ン
台
船
と
作
業
船
が
図
に
示
し
た
場
所

で
工
事
を
行
い
ま
す
。
そ
乙
で
、
工
事

の
安
全
と
能
率
を
確
保
す
る
目
的
か
ら
、

プ
イ
の
位
置
を
中
心
と
し
て
半
径
五

O

O
悦
の
範
囲
内
を
作
業
海
戚
と
し
た
い

の
で
、
文
末
に
示
し
た
工
事
予
定
期
間

中
は
各
種
漁
業
施
設
を
乙
の
範
囲
か
ら

移
し
て
下
さ
る
よ
う
切
に
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
な
お
東
湾
プ
イ
の
位
霞
は
宿

野
部
崎
か
ら
館
針
真
南
に
八
、

ooo

m
の
場
所
で
す
。

(
ブ
イ
観
測
局
工
事
H
程
)

野
辺
地
・
川
内
プ
イ
H
九
月
八

t
一一

目
、

大
島
・
東
湾
プ
イ
H
九
月
一
四

t
一
七
日
、

青
森
・
平
舘
ブ
イ
H
九
月
二
二

t
二
五
日
。

戸、

戸由民

i 
O510'"  

ブイ観測局工事位置
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ア
ワ
ビ
篭
養
殖
の
展
望

青
森
県
に
お
け
る
ア
ワ
ビ
僧
養
殖
は
、

昭
和
五
六
年
四
月
の
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

の
設
立
に
よ

っ
て
種
苗
の
安
定
供
給
が
可

能
に
な
り
、
乙
れ
を
機
と
し
て
各
地
先
の

磯
漁
場
で
ア
ワ
ビ
の
種
箇
の
放
流
が

一
段

と
活
発
に
な
り
、
段
近
で
は
漁
獲
さ
れ
る

ア
ワ
ビ
の
中
に
放
流
貝
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

一
万
、
ア
ワ
ビ
の
天
然
漁
場
に
恵
ま
れ

な
い
地
先
を
中
心
に
従
来
の
養
殖
漁
業
の

町
概
念
を
打
ち
仮
っ
た
四

t
五
年
の
長
期
間

海
藻
類
を
給
餌
す
る
ア
ワ
ビ
の
篭
養
殖
も

試
み
ら
れ
始
め
ま
し
た
。

養
殖
漁
業
と
云
え
ば
、
魚
類
で
は

ハ
マ

チ
、
タ
イ
、

貝
類
で
は
ホ
タ
テ
ガ
イ
、
カ

キ
、
海
草
で
は
ワ
カ
メ
、
コ
ン
ブ
な
ど
幾

多
の
成
功
例
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
等
の
も
の
は
、

山

養
殖
生
物
の
成
長
が
速
い
(
益
殖
期

聞
が
短
い
)
。

凶

養
殖
管
理
が
容
易
で
あ
る
(
養
殖
胤

設
の
耐
久
度
が
良
い
、
給
餌
の
必
要
が

な
い
)
。

ω
収
獲
星
が
多
い
。

青森県水産増強センタ ーだより第29号

貝
類
部

5頁

志

) 11 

人

凶

種

苗
価
格
が
安
い。

間

養
殖
生
物
の
価
絡
が
高
い
。

な
ど
の
要
素
を
備
え
、
か
っ
、
生
産
の

場
で
働
く
漁
業
者
の
た
ゆ
ま
ぬ
技
術
改
良

と
が
合
致
し
て
は
じ
め
て
養
殖
漁
業
が
成

立
し
て
き
ま
し
た
。

巌
近
査
場
し
た
ア
ワ
ビ
盟
国
養
殖
は
問
の

ア
ワ
ビ
の
市
場
価
格
が
高
い
こ
と
に
狙
い

を
定
め
た
高
度
な
養
殖
で
あ
り
、
山

t
凶

の
条
件
は
満
た
さ
れ
な
い
が
、
養
殖
場
の

造
成
、
飼
育
筏
術
の
向
上
、
管
理
技
術
の

向
上
な
ど
の
人
聞
の
努
力
を
加
え
る
と
と

に
よ
っ
て
悪
条
件
を
克
服
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

更
に
青
森
県
で
こ
れ
を
行
お
う
と
す
る

場
合
に
は
、
養
殖
管
理
す
る
人
間
に
と
っ

て
つ
ら
く
厳
し
い
問
題
が
も
う
一
つ
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
青
森
県
に
お
け
る

エ
ゾ
ア
ワ
ビ
の
成
長
が
遅
い
事
で
あ
り
、

一ニ
仰
で
篭
養
殖
を
ス
タ
ー
ト
し
た
と
し
て

も
四
年
を
経
過
し
な
い
と
販
売
サ
イ
ズ
の

/曲、

-、

戸ー、

試験開始時口

測定個体100個

S L = 34.1111111 
TW竺6.59

寸¥60 

50 

個

九
市
川
に
達
し
な
い
事
で
す
。
養
殖
期
聞
が

長
い
事
は
高
水
温
や
低
水
温
、
台
風
等
の

天
然
災
害
、
盗
難
等
の
人
為
被
害
に
遇
う

危
険
が
多
く
、
ま
た
、
給
餌
を
必
要
と
す

る
飼
育
管
理
は
安
易
な
も
の
で
な
く
相
当

の
党
併
が
必
要
で
す
。

現
在
、
青
森
県
内
で
は
、
小
泊
、
一二
一蹴
、

今
別、

一半
鎖
、
日行森
、
風
間
浦
の
符
地
先

で
、
主
に
漁
業
研
究
会
が
主
依
に
な
っ

て

篭
養
殖
が
試
み
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
試
験

開

始

寸

書

だ

け

で

な

く

、
養
殖
の

40 

体
30 

数 20

10 

90 80 

下風呂における篭養殖アワビの成長

60 70 

長 (111111)

50 40 

殻

30 

図1

20 

。

大
原
則
で
あ
る
殺
さ
な
い
為
の
飼
育
技
術

の
向
上
、
逃
が
さ
な
い
為
の
養
殖
施
設
の

管
理
、
盗
ま
れ
な
い
為
の
人
的
管
理
に
充

分
配
慮
し
地
威
ぐ
る
み
で
努
力
し
て
は
じ

め
て
新
し
い
養
殖
漁
業
が
成
立
す
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

次
に
実
例
と
し
て
、
風
間
浦
村
下
風
呂

地
先
で
の
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
篭
養
殖
の
実
簡
を

紹
介
し
ま
す
。

下
風
呂
で
は
漁
業
研
究
会
が
昭
和
五
六

年
六
月
に
漁
港
施
設
の
一
部
を
利
用
し
た



第四号

浮
延
縄
式
に
よ
る
雪
下
施
設
で
試
験
を
始

め
ま
し
た
。
収
容
し
た
篭
は
角
型
蓋
付
育

成
篭
で
あ
り
、
約
三
仰
の
人
工
採
苗
貝
五

の
む
個
と
三
t
五
仰
の
天
然
貝
二
二
五
個

を
そ
れ
ぞ
れ

一
篭
当
り
六
O
t

一
六
O
個

収
容
し
、

一
O
日
に

一
回
の
割
合
で
コ
ン

ブ
、
ワ
カ
メ
を
与
え
て
飼
育
し
て
い
ま
す
。

平
均
三
四
聞
で
ス
タ
ー
ト
し
た
人
工
採
苗

貝
の
成
長
は
図
1
に
一水
す
と
お
り
二
年
一

青森県水産増殖センターだより建知告知需主回d主回~<'ll雲間建~qÇ;:同qÇ;:同信~ qÇ;:同qÇ;:同建知

/一~

℃ 

25 

水 20

5 

ケ
』

(
L辰
大
で
八
(
弘
、
巌
小
で
四
三

閥、

平
均
六
三

棚
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

試
験
開
始
以
来
、
研
究
会
長
の
岩
塚
さ

ん
を
中
心
に

一
生
懸
命
の
努
力
で

一
年
半

は
順
調
な
成
長
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭

和
五
九
年
二
月
の
シ
ケ
で
岩
盤
に
つ
な
い

で
あ
っ
た
幹
綱
が
切
れ
た
た
め
約
二
0
0

個
の
ア
ワ
ビ
を
殺
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

後
日
談
に
な
り
ま
す
が
、
岩
塚
さ
ん
の
話

座長宣』主主温

15 

10 

寸

12 

5 

。

温

7 

(月〉

6 5 4 3 

下風呂地先の表面水温(匂平均値)

2 1 
昭58

11 10 9 

図2

8 7 
昭57

で
は

「
一
日
号
、
幹
綱
の
状
態
を
み
(

れ
ば
殺
さ
な
く
て
す
ん
だ
も
の
を
」
と
の

反
省
の
言
葉
を
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

(
成
長
・
生
残
率
)

角
型
蓋
付
育
成
篭
に
収
容
し
た
天
然
貝

の
年
間
平
均
培
殻
長
は
、
三
O
t
七
o

m
サ

イ
ズ
で
そ
れ
ぞ
れ
一
二

・
九
、
一
日
・
o
、

一
一一一

・
一
、
九
・
五
聞
で
し
た
。

一
二
月

t
暫
年
三
月
ま
で
の
冬
期
聞
は
成
長
が
止

ま
っ
て
い
ま
す
。
年
間
平
均
駒
市
ぃ
最
は
各

サ
イ
ズ
で
一二

・
八、

一
九
・
八
、
二
二

・

0
、
二
七
・
0
9
で
し
た
。

人
工
採
苗
貝
(
五
四
年
秋
生
ま
れ
)
の

年
間
平
均
増
殻
長
は
二

O
t
阿
O

m
サ
イ

ズ
で
そ
れ
ぞ
れ
二
六
・
九
、
一一

0
・
一
、

一
凶
・
九
聞
で
し
た
。
試
験
開
始
時
に
は

各
サ
イ
ズ
聞
で

二

一
・
八
脚
の
殻
長
売
が

あ
っ
た
が

一
年
後
に
は
三
・
o

m
と
な
り

同

一
年
級
群
に
お
け
る
個
体
阜市
が
な
く
な

り
ま
し
た
。

生
残
率
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
接
着
に
よ

る
個
依
識
別
法
に
よ
り
求
め
ま
じ
た
が
、

一
部
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
脱
落
が
生
じ
た
た

め
、
実
測
値
に
陸
上
水
他
飼
育
に
お
け
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
脱
落
率
を
加
味
し
て
算

出
し
て
い
ま
す
。
天
然
貝
で
は
=
一
ot
五

O
棚
サ
イ
ズ
で
そ
れ
ぞ
れ
年
間
八
三
・
三
、

七
一ニ

・
八
、
八
四

・
O
%
で
あ
り
、
人
工

採
苗
回
目
で
は
七

一
・
八
%
で
し
た
。

(
付
着

生

物
)

育
成
篭
、
シ
ェ
ル
タ
1
、
ア
ワ
ビ
貝
殻

今¥ lし/ ↑
;吟JL l 
._ .J._ 

戸・、!

凡例

班m
80 

70 

年 60

後

表
面
へ
の
付
着
生
物
は
季
節
ご
と
に
か
な

り
の
差
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
下
風
呂
地

先
で
は
イ
ガ
イ
類
、
ウ
ズ
マ
キ
ゴ
カ
イ
、

フ
ジ
ツ
ボ
類
、
マ
コ
ン
ブ
、
ワ
カ
メ
、
石

灰
務
等
の
付
着
が
み
ら
れ
ま
す
。
付
着
生

物
の
多
く
は
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
の
成
長
、
生
銭
、

養
殖
施
設
の
耐
久
度
な
ど
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
の
で
定
期
的
に
掃
除
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

値均叫

下
|!
?
|
上
天

貝

図3

然

AVi
-
-4
人
工
採
苗
貝

60111謂30 40 50 

試験 開始時 の 殻 長

下風呂地先ヱゾアワビの成長 C篭養殖〕

20 

の

殻 50

長

t寸

40 

(海
水
混
の
季
節
変
他
)

図

2
に
一示
す
と
お
り
下
風
巴
地
先
の
表

面
水
温
は
八
月
下
旬
に
二一

・
一
一度
で
飯

高
に
な
り
、
二
月
中
旬
に
五

・
三
度
で
最

低
に
な
っ
て
い
ま
す
。

エ
ゾ
ア
ワ
ビ
は
七
度
以
下
に
な
る
と
摂

餌
量
が
極
端
に
低
下
し
成
長
が
止
ま
り
ま

す
が
、
下
風
呂
の
場
合
に
は
七
度
以
下
の

水
温
は
約
五
O
日
続
い
て
い
ま
す
。
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試
験
宇
佐
行
っ
た
昭
和
五
七
年
、
昭
和
五

八
年
の
夏
は
冷
笈
の
た
め
急
激
な
水
温
上

昇
は
認
め
ら
れ
ず
死
亡
す
る
エ
ゾ
ア
ワ
ビ

は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
水
温
が
高
く

な
る
と
餌
粉
の
コ
ン
ブ
が
腐
敗
し
、
篭
の

中
の
生
息
環
境
が
悪
他
す
る
の
で
、
水
混

が
一
六
度
以
上
に
な
る
と
五
日
に
一
回
は

餌
を
交
換
す
る
事
が
望
ま
し
い
。

青森県水産増殖センターだより第29号

(m11i) 
130 

80 

70 

120 

110 

100 

90 殻

(

ま

と

め

)

下
風
呂
地
先
に
お
け
る
年
間
増
殻
長
は

図
3
に
一示
す
と
お
り
で
あ
り
、
三
O
棚
サ

イ
ズ
の
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
を
養
殖
し
た
場
合
、

成
長
の
速
い
個
体
は
二
年
で
七
O

棚
サ
イ

ズ
に
達
し
ま
す
。
七
O

棚
サ
イ
ズ
以
上

の
篭
養
殖
に
よ
る
飼
育
試
験
が
欠
け
て
い

る
た
め
漁
獲
制
限
殻
長
の
九
O

仰
に
達
す

る
年
月
は
推
定
に
な
り
ま
す
が
、
図

4
に

10 11令8 9 

令

7 6 5 4 

年

3 2 

60 

40 

。

20 

50 

30 

10 

長，-..、

，-._ 

天然漁場におけるエゾアワヒの成長図4

一示
す
と
お
り
下
風
呂
地
先
の
天
然
漁
場
に

生
息
す
る
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
七
O
t
九
O
棚
サ

イ
ズ
の
年
間
平
均
増
殻
長
は

一
O
m
程
度

で
あ
る
ζ
と
か
ら
、
成
長
の
速
い
個
俸
は

四
年
で
九
O
m
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

アワビ稚貝の倶餌蛍 〔餌料，コンプ、1000個の 1日分(タ)

瓦零ど 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 4.0 

10 15 32 55 82 114 189 274 

15 56 118 199 297 410 637 970 

20 104 212 354 524 721 1，174 

表 1

第池より)

ま
た
、
各
サ
イ
ズ
で
の
年
間
生
残
率
は
約

八
O
%
で
す
の
で
、
四
年
間
の
通
算
生
残

率
は
四
O

%
程
度
に
な
り
ま
す
。

篭
養
殖
に
よ
る
ア
ワ
ビ
生
産
方
式
で
は
、

健
康
で
成
長
の
良
い
ア
ワ
ビ
を
作
る
事
が

成
功
へ
の
き
め
手
に
な
り
ま
す
の
で
、
次
の

事
項
に
充
分
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

川

投

餌

量

ア
ワ
ビ
が
食
べ
る
餌
の
量
は
水
温
に

よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
コ
ン
ブ
を
餌
に

す
る
場
合
の
摂
餌
量
は
表
1
に
示
す
と

お
り
で
す
。
例
え
ば
二

O
度
で
二
伺
サ

イ
ズ
千
個
を
飼
育
す
る
場
合
は

一
日
三

五
四
タ
の
コ
ン
ブ
を
食
べ
ま
す
(
体
重

の
三
四
%
摂
餌
)
。
こ
の
表
は
ア
ワ
ビ

が
食
べ
る
量
で
す
か
ら
、
実
際
に
与
え

る
量
は
こ
の
一

・
五
t
二
倍
と
し
、
水

温
一
六
度
以
上
で
五
日
に
一
回
、

一
五

度
以
下
で
は
十
日
に
一
回
投
餌
す
る
こ

と
と
し
、
表
に
よ
り
計
算
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
投
餌
の
際
は
コ
ン
ブ
を
三
侃
位

の
長
さ
に
切
断
し
て
、
ア
ワ
ビ
が
食
べ

易
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
雑
物
が

付
着
し
て
い
る
栂
の
部
分
は
入
れ
な
い

よ
う
に
注
意
が
必
要
で
す
。

間

分

散
ア
ワ
ビ
が
成
長
し
て
適
正
な
密
度
を

超
え
る
と
成
長
が
低
下
し
ま
す
。
従
っ

て
、
成
長
が
低
下
す
る
前
に
飼
育
密
度

の
調
節
を
行
い
ま
す
。
通
常
、
収
容
時

の
ァ
代
の
総
重
量
が
二
倍
に
増
え
た

東北水研(1978 

，-、

時
に
、
育
成
盟
国
の
ア
ワ
ビ
の
半
数
を
シ
ェ

ル
タ
l
に
付
着
し
た
ま
ま
新
し
い
育
成

篭
に
移
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
篭
に
新
し
い

シ
ェ
ル
タ
ー
を
加
え
て
分
散
し
ま
す
。

分
散
作
業
は
夏
期
と
厳
冬
期
に
は
特

に
手
早
く
行
い
、
ア
ワ
ビ
を
弱
ら
せ
な

い
よ
う
注
意
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
成

長
の
不
時
間
い
が
出
た
時
点
で
剥
離
し
、

サ
イ
ズ
を
揃
え
て
分
散
す
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。
無
理
な
剥
離
を
行
な
う
と
ア

ワ
ビ
を
大
変
痛
め
ま
す
の
で
、
剥
離
の

方
法
に
つ
い
て
は
増
殖
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
て
下
さ
い
。

同

掃

除
収
容
篭
や
シ
ェ
ル
タ
1
に
イ
ガ
イ
類
、

ク
ズ
マ
キ
ゴ
カ
イ
、
群
体
ボ
ヤ
、
石
灰

藻
等
が
付
着
し
、
潮
通
し
を
悪
く
し
た

り
、
ア
ワ
ビ
の
付
着
面
を
狭
く
し
た
り

し
ま
す
。
こ
の
場
合
は
収
容
篭
や
シ
ェ

ル
タ
!
の
交
換
や
婦
除
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
ア
ワ
ビ
貝
殻
表
面
へ
の
フ
ジ

ツ
ボ
類
、
ワ
ズ
マ
キ
ゴ
カ
イ
の
付
着
は

成
長
を
遅
ら
せ
ま
す
の
で
、
貝
殻
を
綴

さ
な
い
よ
う
充
分
気
を
つ
け
て
除
去
し

て
下
さ
い
。


